
 

旭川市における今後の公共交通の取り組みについて ～次年度以降の事業展開（案）～ 

 

「旭川市公共交通グランドデザイン」に基づく公共交通の再編計画の策定に向けた活用を図ることを目的として、低炭素モデル事業

を２年間実施し、以下の実施メニューの取りまとめを行った。今後は、交通事業者や市内関係部局との調整を進め、「旭川市地域公共交

通網形成計画」の策定について検討する。 

＜低炭素モデル事業のまとめと今後の展開＞                ＜平成 27年度の取り組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１）市民との協働プログラムでまとめてきた実施メニュー 

２）関係者調整（実施内容やスケジュール） 

３）集約型都市・交通再編計画の検討、作成 

４）市の計画への反映、展開 

集約型都市構造を目指した取り組み 

利用促進などの実施できる取り組みから 

継続的に展開していく。 

メニュー①：基幹交通・ﾊﾞｽﾈｯﾄﾜｰｸ再編案 

メニュー④：その他の利用促進策 

メニュー③：郊外部の結節点の整備案 

メニュー②：中心部の待合環境の改善 

○モデル地域での支線導入の検討 

1) 支線についての地域住民調査（ワークショップ） 

2) 支線運行の可能性についての検討 

3) 最適交通モードの検討 

 

＜平成 28年度以降の取り組み＞ 

その他、利用促進策など個別に

取り組める内容は適宜進め、交

通会議で確認 

○モデル地域での支線 

実証運行 

1) 実証運行の準備 

2) 実証運行の実施 

3) 実証運行の検証 

○公共交通網形成計画

の策定（Ｈ２９以降） 

上記の他、同年あるい

は次年度に公共交通形

成実施計画の作成 

メニュー①、②、③、④の事業展開 

資料３－２ 

○基幹交通再編検討分

科会の設置（交通会議） 

→関係者による議論の

場を設置 


